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われわれが受信機や増幅器を組立るとき,特 tこ簡単な

ものを除き, セットをベスト・コンディンョンに調整す

るとなると種々の測定器が必要となる。特 |こ通信型受信

機やテレ
′ビジョンともなると自分の片腕としての測定器

を■つでもふやした くなるぅTV用測定器ンリーズの第

二回日として,今回は真空管電圧計 (バルボル)を発表

する。試作したパルボルは 2台共 P型である。ご存知の

ょうにP型は他の型式より使いよく,作 り方によっては

超短波帯まで測定出来るのでテンビ時代に備えて最適
と

思 う。

動 作 原 理

バルボルを便宜上,電源部,直流電圧計部分,プ ロー

ブ部分の三つに分ける。電 iチ瞑部は製作の方で触れるので

省略し,直流電圧計部分について説明する。

1.直 流 電 圧 計 部 分

数年前までに五極管を三極管接続にしたものを
1本使

用した回路 (無測 401型バルボルなどがその例 )が よく

使用されていたが,現在で |・ 双三距管(6SN7,12A U

第 1図 直流電正計動作原理
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7等 )を使用した回路 (RCAボ ルト・オー ミストのよ

うに)の方が賞用されている (ボ ル ト・オー ミストにつ

いてはラジオと音響 6月 号参照 )ぅ

この回路は電源スイッチを入れた時に, メーターを強

く振 り切ることがなく (完全に特性が揃 っていれば全然

針は動かないわけであるが実際には多少は動 くのは勿論

である),又電源電圧の変動に対しても,真空管 1大のも
・

のより安定で,回路も簡単なのでアマチュアに向いてい

る。

この部分の動作を第 1図 11ょ り説明しよう。図のVl,

V2は原理的 |こ特性の揃 ´́た三極管で共 llEσ 一Jp曲線の

直線部分の中心に動作点がある1)oと する。ab間 に電

圧がかかっていなければ両方′〕真空管に

',iれ

る電流け等

しく,X,Y両 点は等電位で メークーは零を示す。今a

bに負の電圧が加わると Vlの バイアス電圧が上 り,ブ

レー ト電流が減少する)す c,と_X,Y両 点の間に電位差 =:

を生じ,電流はX点よりY点 |こ向 ,́て流れ メーターを振

らせるD反対に正電圧が加わ ´́た場合1■は メーターには

逆に電流が流れるが,こ れはスイッチで転換 す れ ば よ
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第 2図
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正すれは直流電圧計と ´■lm
して使量出来るスけで基::IⅧ
おろっPrlは 10M n位_

に出来らので入力抵抗

が高く,潤」定 |´ 際し電

力を取らない理想的な

直流電圧計が得られる

わけであ i。 叉正負の

ァ1碗性をスイッチ|こ よっ

て簡湘こ切換えられら,
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のも特長の 、

一 一 つ で あ

る。

次に測定

範囲の切換

法であるが

ンソデ切換

のとき零点

の移動の少

ないグ リッ

ド側切換え

を 採 用 し

た。しの方

法はE。 とい

う電圧 (第

2図参照 )

十

+

Cァ は直誕 日コしデしサー

・■,ら は負荷込抗及びンルター斗毯沈

の は高周波に対する,鞍コン
▲FIの:挙抗及び

｀
コしデシサ=は高周波用

第 3図
/3なる既知の■つ正確な値 (± 1%位)の抵抗

測定範囲をひろげようとするものである。分

簡単 に計算出来るので注文して作ってもらう

ちの抵抗を利用して実験的に目盛を合わせるか

すればよい。

を3V,30Vi 150Vと し入力抵抗全体を

は1.5～ 500Vあれば充分であるが, 3

でも充分使える。入力抵抗は真空管の安定度,

スイッチ,端子等の絶縁抵抗の 点から最大
0とするのが妥当である8

2,プ ロ ‐ ス 部 分

1圧を測定するには (第 3図参照)真空管又は

して整流し,負荷抵抗の両端に生じた直流電

直流電圧計に導いて測定する。Rの両端に生

第 4図 試

直流端子

DC

lM

ずる電圧は加えられた高周波電圧の波高値にはぼ等しい
―

ので上記の測定が成立つわけである。

バルボルはDCよ りもRF測定用として多く利用され
プロープ部分が生命となる。フ

°
ローブ部分に要求される

条件はいうまでもなく入カインピーダンスが高 い こと =

で, この部分を組立るに際して高周波損失の少ない絶縁 I:

物や部品を使用し,真空管も入力容量の少ないものを選 :

ぶことが重要なことになるも配線も最短距離を結び,ハ  |
ソダ付にペーストの使用を避ける等種 ,々と 注意が必要に

なる。今はテレビ用としてRF用の小型抵抗,7イ1議‐|ン
サー及び超短波用真空管があるので,以前程骨を折らず

によいものが出来る3「      ・

以上のことから得られる結論は

(1)メーターには高惑度のものを澤ギ:|||(叩γ:ド|■
位 )。又大型が望ましい。

(幼双=極管
は特性の揃ったものを購入すること,出来

れば数本取 り変えて比較してみる.「

(3)ンンデ切換スイッチは絶縁抵抗が大で完全な防湿処

理をしてあるものを使 うことっ

(4)分圧抵抗は正確な値であること6

⑤プロープ内の部品は高周波特性がよく,真空管も超

作
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コネクター 士切坂,.スイッチ
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(6)出来れば電

源部に定電圧装

置 を 入 れ るこ

と。

(7)全体をしっ

か りしたケース

に入れること。

等である。こう

並べると何だか ″ま

むずかしくなっ

てしまうが,全

部品を完全なも

ので揃えると高

価にな る ので

手持の部品を活

_用して,独特の

ものを作 り出し

て欲しい。

試作その 1
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第 5_図

(1)使用電流計

100μ A 651ml■

丸型

②測定範囲

AC, DC. 2.5V,.5V, 25V, 50V, 250V,

優秀なバルボルを作るためには高感度の大型 メーター

を使用すべきであることはいうまでもないが,非常に高

価|で手が出ない場合がある,本機に使用したメーターは
ジャツクンョン用のもので日盛板にテスター用のものを

第 6図 直流の較正法及び感度調整
. 
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華ミ正する
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使用している。この程度のものだったら割合安 く買える

し,日盛板を自分で書き込むのが面倒ならばテスタ‐用
の感度のょいメーターを使用して著

:1蓋

支えない。200μAI

より感度のょいメーターを使用すれば第 4図の回路2よ
うに士をメーターで切換えが出来て簡単で手頃なものが

得られる。

レ イ ア ウ ト

第 5図でぉゎかりのようにパネルの中央にメーターを 
｀

?け,その左側が零点調整,右側が測定範囲の切換スィ
ッチ,その下にメーター極性転換スイッチ,その左側に I.
RFプ ローブ用コネクター,直流端子 となっている。こ :
のパネルは垂直であるが少し傾斜させた方が見易

これから作る方はそうすることをおすすめする。

ケースは木製であるがこれはよくない。放熱が悪 く

風孔をあける必要を感じている。フ
°
ローブ用のコネク

―は 3Pのものを使用した方が無難である。 1

用のスペースがあるのは将来AF用を追加するための
のである。

組 立 及 び 配 線

この程度のものなら簡単なの

完了まで数時間で終 り, ミスさ

する。注意する点をあげると。        _
(1)レ ンデ切換用の精密級抵抗は温度上昇の少なヽ

配置出来るようにスイッチの位置をきめる。 ‐

(2)こ のスイッチの′ヽソダ付にはペーストを使用しない

第 7図  (参考図)
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し, どの程度長期間 ■ゎたって,変化しなヽヽかは目下不

明で主:,る。

RFの 較 正 法

較正 i交流
~0～
を利用す

=、

ステイ″
・′クメ,'お ら

~万
1■

第 9図 ■,な 、ヽ場合|ま電源 lラ ンア、′` 6.3V巻緑■利 Fi:

して B:,,■ ぅ11つたぎ■ア、ターニ較正しなが
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‐ ~‐ ・
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を

テスリーとりヾラ|こ輩や売して■'=ソ フするビ
:´ }て よtハ .

電:原部,直流電圧計部分 が 出来上ったら較正 に移

る。濱i定 し/ン デを 2.5Vに して直流端子に手を触れてみ

る電源を作る そして直流端子に電E
～ lkΩ f.7> /a t-e-z+fr",'i |,::-, Q- らか

タップ ″ べ=ワライト

モールド
'摂

※真空音をIIさ ユlt取付け′＼力骨|。燿ユ萬を

第 8図 プ ローブ

かヽ,真空管の不良で

スケール惑度は 1.5

ターの目盛つ関係で 2.5Vと し

足すること|ぎないと思 う。

惑雙が充分あれはメーターにパラV t, lt.=-'l*

ォスタット3k Ωを廻 して

入力電圧と指示電圧を等しくする。

終 ったが次に力「え

Cに切換えろ。そしてそのまま

′ヽイアス

んどDCと等しヽ

バルホルは色々と

の端子 |こパラに標準電圧計又はテスター は向かなヽヽので,あまり

ぎ入力電圧を読めるょう1■する。力日える電圧の極 次に入力電圧を下げ 2

ってスイ ッチを切換えることは勿論である。 ]久チエ ノクするDも しメー 舛 ―

この通 リマ―クを打っていけばよ

|■正負両方行 tヽ ,較正表を作 って

5V以上の較正にはやはり

卜などの電源を利用する。5V

けれは問題はなくチエックし

度ですむが,これもグ リッド

う。1日し予算節約のために普通の抵抗で

第 9図 の 較 正 表



注入電圧浪lt, ′ヽム電圧の測定。
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(6)マ イク,ピ ックアツア

プ ッシュブル回路′i調整

等で大い|■利用出来使いなれたら片時も手離せな
′(な ら

ものてぁる、

7.ゃ》 プ
ローブについて

前11も書いたよう1■ RF用 バルボ注としての生命で■)

るプローブ使用する部品|=厳選し,入カインピーダンス

を高く保つことに努力す くきて
｀ヽろ_、 私は真空管 1■ 1■

9006を選び,抵抗 |ま リケノ_ム P型, コンデンサー1摯
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100分目惑

第 10図  較  正

VHF用 プローブも予定し

ものがなく,50～から30Mc位までlt充

ものて,VHFも 一応測れるといった繰 続される。コネクターを取 り外すとV2の バィ

プをAF用 とRF用 と二種作るのも し変るが,それは零点調整で合わせられるこ

探針 (ブ ンデ)から導びかれた高 ないと誤差が大きくなる。テスターの目盛では正しく合

わないが一応満足出来る程度には合わせられる。25V以

,部分品を取 り付ける。叉アースのクリ 上のレゾジでは指示は直線的で直流目盛に合 う。

日
.(最
短距離で出す。構造については略

一寸注意する二とはプロープで得られる直流電圧は

9006を 逆に取付け,距離を短縮し 電圧であることである。

も参考になると思う8使用した真
使  しヽ  方

ボル用 として最適 と思 う。全体の入力

バルギルの使い方は非常 |

プリゾグ・コンテンサーにも10～ 50Pの千 士衣

8PF 下 |こおさえられる。
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が,直流電圧計にし
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第 11図
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